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世
界
遺
産
登
録
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

角
産
業
遺
産
見
学
会

見
学
地
…
通
洞
選
鉱
所
お
よ
び
宇
都
野
火

薬
庫
跡（
国
史
跡
）

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
環
と
し
て
、
　
月
１０

　
日
に
開
催
し
た
産
業
遺
産
見
学
会
に
は
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～～
世世
界界
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国国
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暫暫
定定
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足
尾
銅
山

足
尾
銅
山
をを

世
界
遺
産

世
界
遺
産
へへ

追追
記記
記記
載載
をを
目目
指指
しし
てて
～～

市
内
外
か
ら
約
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

所
有
者
の
古
河
機
械
金
属
株
式
会
社
足
尾

事
業
所
の
協
力
に
よ
り
、
通
常
非
公
開
の

「
通
洞
選
鉱
所
」
と
「
宇
都
野
火
薬
庫
跡

（
国
史
跡
）」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
公
開
さ
れ
た
通
洞
選
鉱

所
は
、
坑
内
か
ら
採
掘
さ
れ
た
鉱
石
を
え

り
分
け
て
、
製
錬
所
へ
送
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。
本
山
、
小
滝
、
通
洞
の
主

要
坑
口
に
は
そ
れ
ぞ
れ
選
鉱
所
が
あ
り
ま

し
た
が
、
大
正
　（
１
９
２
１
）年
ま
で
に

１０

通
洞
選
鉱
所
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
最
新

鋭
の
設
備
が
配
備
さ
れ
、
金
属
鉱
山
の
選

鉱
所
の
モ
デ
ル
と
し
て
国
内
外
で
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
　
（
１
９
７
３
）年
の
閉
山
と
と
も

４８

に
操
業
は
停
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
通
洞
選

鉱
所
に
は
、
鉱
石
を
鉄
球
で
細
か
く
砕
き

泥
状
に
す
る
「
ボ
ー
ル
ミ
ル
」
や
銅
鉱
を

泡
の
表
面
に
付
着
さ
せ
て
回
収
す
る
「
浮

選
機
」
な
ど
の
機
械
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
宇
都
野
火
薬
庫
跡
は
、
近
代
の
採
鉱
技

術
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
火
薬
類
の
保

　
　
月
号
で
は
、
足
尾
銅
山
産
業
遺
産
の
歴
史
的
価
値
な
ど
に

１０
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
　
月
　
日
・
　
日
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

１０

２６

２７

ム
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

産業遺産見学会産業遺産見学会（（通洞選鉱所通洞選鉱所））

２０１３年３月号９

な
文
化
も
、
足
尾
銅
山
の
価
値
を
示
す
重

要
な
題
材
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

　
市
は
、
今
後
も
産
業
遺
産
の
保
存
・
活

用
を
図
る
た
め
の
文
化
財
指
定
と
足
尾
銅

山
の
価
値
証
明
を
目
指
し
、
さ
ら
に
足
尾

銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

角
講
演
会

講
師
…
 本
  宮
  一
  男
 氏（
横
浜
市
立
大
学
国

も
と
 み
や
 か
ず
 
お

際
総
合
科
学
部
教
授
）

演
題
…
大
正
期
の
足
尾
町
の
姿
～
足
尾
銅

山
実
習
報
文
か
ら
～

講
演
の
内
容
…
旧
帝
国
大
学
な
ど
の
工
学

部
学
生
に
よ
る
各
鉱
山
へ
の
実
習
報
文

（
実
習
報
告
）は
、
鉱
業
技
術
や
鉱
山
経
営

の
実
態
に
つ
い
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
当

時
の
地
域
社
会
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
重

要
な
史
料
で
す
。
特
に
東
京
帝
国
大
学
の

学
生
だ
っ
た
 黒
 

く
ろ

 河
内
 

こ
う
ち

 平
  治
 氏
の
「
大
正
４

へ
い
 じ

年
度
足
尾
銅
山
報
告
」
は
、
鉱
山
以
外
の

町
の
生
活
に
つ
い
て
の
情
報
や
写
真
が
豊

富
な
実
習
報
文
で
す
。

　
こ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
大
正
期
は
人
口

管
庫
で
、
明
治
　（
１
９
１
２
）年
に
完
成

４５

し
ま
し
た
。
火
薬
類
の
保
管
庫
や
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
庫
、
雷
管
・
導
火
線
庫
の
４
棟
お

よ
び
、
火
薬
の
 梱
  包
 作
業
所
で
構
成
さ
れ

こ
ん
 ぽ
う

て
い
ま
す
。

　
当
時
の
銃
砲
火
薬
類
取
締
法
に
定
め
ら

れ
た
仕
様
が
忠
実
に
反
映
さ
れ
、
平
成
　２０

年
３
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
遺
産
見
学
会
に
は
多
く
の
問
い
合

わ
せ
や
申
し
込
み
が
あ
り
、
非
常
に
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
も
継
続

２５

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
見
学
会
の
場

所
・
日
時
・
申
込
方
法
な
ど
は
「
広
報

に
っ
こ
う
」
な
ど
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

や
銅
産
出
量
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
ま
さ
に

足
尾
の
最
盛
期
で
し
た
。

　
報
文
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
大
正
元

（
１
９
１
２
）年
に
足
尾
鉄
道
が
開
通
し
た

が
、
町
内
の
運
送
手
段
と
し
て
は
軽
便
馬

車
鉄
道
が
大
い
に
利
用
さ
れ
、
銅
山
の
従

業
員
と
そ
の
家
族
は
無
料
で
、
一
般
町
民

は
全
域
　
銭
均
一
で
乗
車
し
て
い
た
、
な

１０

ど
と
当
時
の
交
通
事
情
が
詳
細
に
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
時
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
古

河
私
立
足
尾
銅
山
尋
常
高
等
小
学
校
の
児

童
一
人
当
た
り
の
教
育
費
は
約
７
円
で
、

東
京
に
お
け
る
最
高
額
の
約
９
円
と
比
較

し
て
も
教
育
に
対
す
る
費
用
を
惜
し
ま
な

い
姿
勢
が
わ
か
る
。
こ
の
小
学
校
の
美
術

や
国
語
の
学
業
成
績
が
宇
都
宮
師
範
付
属

小
学
校
の
学
業
成
績
と
比
較
し
て
勝
っ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
は
教
育
費
が
高
い
と
い

う
こ
と
に
起
因
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
当
時
の
町
の
姿
に
つ
い
て
も
、

坑
夫
の
賃
金
支
払
日
に
は
、
桐
生
、
大

間
々
、
宇
都
宮
、
遠
く
は
東
京
方
面
か
ら

商
人
が
来
て
夜
店
が
立
ち
並
び
、
ま
た
興

行
が
開
か
れ
る
な
ど
金
融
界
も
活
況
を
呈

し
、
旅
館
や
料
理
店
は
繁
忙
を
極
め
る
、

と
そ
の
盛
況
ぶ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
足
尾
銅
山
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
は
貴

重
な
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
足
尾
銅
山
の
発
展
に
伴
い
形
成

さ
れ
た
地
域
社
会
で
展
開
し
た
さ
ま
ざ
ま

講演会の様講演会の様子子

軽便馬車鉄道（大正初期軽便馬車鉄道（大正初期））

宇都野火薬庫跡（国史跡宇都野火薬庫跡（国史跡））

　
く
わ
し
く
は
　

　
文
化
財
課
　
世
界
遺
産
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室
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